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は　　じ　め　　に

前論文2）’3）において取り上げた課題は，「女性」性形成過程に影響を及ぼす社会的要因の分析を

とおして，「現代家族」の問題性を明らかにすることであった。そこでは，「専業主婦」を含めて

「現代女性」が，「期待される性役割」を習得する過程に働く社会的要因として，家庭・学校及び

マス・メディアを取り上げた。しかもこれらの社会的要因は，個人が意識するとしないにかかわら

ず社会的圧力として働くことを描き出した。このような状況の中で，「性差」は「女らしさ」「男

らしさ」という社会的価値づけを生むことになる4）。「性」に結びついた「らしさ」の価値基準は，

個の所属する社会によって異なることが，種々の調査報告によって示されている5）。しかし，現代

社会においては，「らしさ」の価値基準が画一化されたものとなってきた結果，その基準に合わせ

て自己の「性」は作りあげられることになる6）。そのことは，自己の「性」を商品価値として高く

位値づけようとする「性の商品化」を進行する結果を生み出している7）。「結婚」を理想化し，ま

た「結婚」が人生の最大目標となり，その「結婚」への束縛が，多くの「現代女性」の生き方を規

定している。一方で，離婚の多発や中絶の常識化，性情報の氾濫に基づく性の混乱等の社会現象の

現出は，「結婚」を絶対のものとする「性」に対する認識が変化してきたことを示している。従っ

て，「女性」性形成過程に符合する「性役割分業意識」の形成について検討する際には，「現代女

性」が「性」認識そのものをどのように変えたのかをも問題にしなければならないであろう。

すなわち，「現代女性」をとりまく社会的圧力に基づく種々の期待が，どのように日常生活諸行
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為を規制し，自己の「性」を抑圧しているのかを検討することが課題となり，さらには，その背景

に働く社会・文化的要因を明らかにし，「現代家族」の持つ問題性を明確化していくことが，重要

かつ必然的な課題となる。ここでは，将来，社会に進出して「現代女性」の中核となり，現代社会

を構造的に支える可能性を持ち，その期待をも受けている女子大学生を対象とした調査を行ない，

女子大学生の「性差別意識」の形成に影響をおよぼす社会的要因の分析を課題とする。

1　茨城県内在住の大学生を対象とした質問紙調査

1－1　調査視点の構造化と調査票の作成

本調査の実施にあたり，調査視点　　　　表1　構造化された具体的質問項目視点

を，縦軸に「r現代家族』の性に対す
●

ゆo● ゆ學串

る自己規制要因」，横軸に「性役割　　”
しつけの彫響　　　　　　　　（コード番号） マス・メディアの影響　　　　（コード番号）

分業意識の形成要因」と設定し，表　性　の ・服装．服飾についての親の開心との同一化　（A－1） ・ブランド製品情報の電視　　　　　　　　　（a－1）

・容姿に対する親のの関心との同一化　　　　（A－2） ・美容に関する情報の電視　　　　　　　　　（a－2）

1のように構造化した。　　　　　醍化餉 ・立居振舞いに対する親の関心との同一化　　（A－3） ・立居振舞いに関する情報の重視　　　　　　（a－3＞

個人が「女らしさ」「男らしさ」　性。っ。て
・結婚適齢期に対する親の関心の許容　　　　（B－1） ・桔婚1ζ関する情報の受容　　　　　　　　　（b－1）

を形成していく際には，他者に自己　の社会規範 ・学歴に対する親の関心の許容　　　　　　（B－2） ・畏煙交友関係に関する情報の前視　　　　　（b－2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　の　許　容
ｪどのように見られているかの比較

・異性交友関係に対する親の関心の許容　　　（B－3） 。避妊。中絶に関する情報の受容　　　　　　　（b－3）

を常に行なう8）。他者の価値基準に当　性に対する　　　　　　　　　　　　　　　　　不　　　信てはめ，自己の「性」を高く売ろう 。立居振舞いに対する親の考え方への同調　　（C－1）

E親のものの見方，考え方への同調　　　　　（C－2）

E生き方に対する親の考え方への同調　　　　（C－3）

・占い，性格判断テストに関する情報への同調（c－1）

Eからだに関する情報への同調　　　　　　　（c－2）

E生き方に関する情報への同調　　　　　　　（c－3）

と試みる。すなわち，「性の商品化」　注”　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　o 「性役劃分業意識の形成要因」を示す

u「境代家族」の性に対する自己規制要因」を示す

が生じ，「性」の画一化がおこるこ　　゜’事コード番肌鯛紙にランダム1こ並べた囎が’どの視点1嘱する項目なのかわかりやすくするためにつけたもの

とになる。また，社会規範における

「結婚」の重視は，自己の生き方を規定し束縛することになる。「性」は自己の在り様とは異った

ところで．常に他者から管理される。そこでは，自己が自己の「性」を認識する手段は，他者の尺

度に合った「女らしさ」（「男らしさ」）を「もつ9）」かどうかの比較しかありえないことになる。

「女らしさ」（「男らしさ」）という「らしさ」に対する画一化した価値づけは，自己の存在の価

値づけと同じ意味を持ちはじめる10）。すなわち，自己の本来の「おんな」性あるいは「おとこ」性

との同一性1Dを喪失しているために，自己の「性」に対して常に「不信」をいだくことになる12）。

以上のことから，rr現代家族』の性に対する自己規制要因」を，「性の商品化志向」「性につい

ての社会規範の許容」「性に対する不信」とに分節した。

一方，「人」は生まれた時点から呼び名や被服にはじまり，行儀・ことば遺いといった行動面，

さらには攻撃性・依存性などの人格・情緒面に至るまで，性別によって異なる「しつけ」を周りか

ら受ける13）。また，マス。メディアをとおして得た「性役割分業」のモデルを個々の水準に合わせ

て内面化している14）。基本的かつ単純な「性自認15）」は，すでに幼児期の段階で作られ，一一度作ら

れると取り消しがたいものとなる16）。従って，「性役割分業意識の形成要因」を「しつけの影響」

と「マス・メディアの影響」とに分節した。
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以上の縦軸と横軸の視点を交絡させ，日常生活における多くの行為を範疇化し，表1に示すよう

な具体的質問項目視点を設定した。質問項目は，各具体的質問項目視点に基づき各々2項目ずつ作

成した。例えば，「マス・メディアの影響」「性に対する不信」の交絡する中のr占い・性格判断

テストに関する情報への同調』の質問項目は，《異性との相性の良し悪しが気になるので，雑誌に

載っている占いは関心をもって読む。》となる。他の質問項目については，Appendix　1－i，　iiを

参照されたい。

「現代家族」内で子供に対してある行動様式をしつける場合には，親の命令的なかかわりが多く

見られる。質問項目の作成にあたっては，「しつけ」に関する項目においては命令語を用い，また，

マス・メディアによる影響の受け入れに関しては，「見る，聞く，読む」という行為によるため，そ

れらの行為の取り入れを表わす語を用いた。

1－2　Face　sheet

Appendix　1－iiに示したように，Face　sheetには，性別・年令・自宅か下宿か・出身地域・

両親の職業を設定した。設定の理由は以下のとおりである。

1）性別　本研究は日常生活場面において，個々が「女らしさ」「男らしさ」を習得していく過程

で，自己の「性」に対しどのようなことが圧力となり，日常生活諸行為を規制しているのかを明

らかにしていくことを目的としている。同じ圧力のかかり方でも，「女性」と「男性」との間で

はその受け止め方に違いが生じ，また，日常生活の中で何が期待されているかにより，自己の規

制の仕方も異なる。従って，どのような社会的圧力が，より「女性」にかけられてくるのかをみ

るために男女両性を被調査者とした。

2）年令　年令によりその時代の社会状況の受け止め方は異なる。また，高校卒業直後の者は，高

等学校までの強く管理された教育の影響が残っており，行動規制も強く，大学生活を何年か経験

した者との間に生活習慣の違いがある。従って，年令をとりあげた。

3）自宅か下宿か　自宅生は下宿生に比べて，家族の直接的規制を強く受けざるを得ない。また，

下宿生は自宅ではしないでも済ませていた事をしなければならないので，精神的自立度は相対的

に高いことが考えられる。従って，自宅か下宿かの差異を問題とした。

4）出身地域　かつては，地域の持つ慣習・文化の特質が個に強く影響を及ぼしていたが，今日，

マス・メディアの普及により，どの地域においても同じ情報が提供されるようになった。そのた

めに，地域の持つ特質は薄れ，文化的格差がなくなりつつあり，自己の「性」のあり方に関して

マス・メディアの影響を受け，画一化した興味・関心を持っていると考えられる。従って，出身

地域の差を問題とした。

5）両親の職業　親の職業によって，ものの見方・考え方が異なり，情報の受け入れ方に違いが生

じる。また，母親が職業を持つことにより，家庭内の役割分業のあり方が変わり，子供の「性役

割分業意識の形成」に大きく影響することが考えられる。このことから，両親の職業内容を取り

上げた。
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1－3　方法及び被調査者の選定

調査は，1982年11月20～26日の間，表2に示す茨城県内の4年制大学生を対象とし，原則として

授業時間内に実施した。所要時間は15～20分である。

表2　被対象者数及び有効データ数
　被調査者の選定にあたっては，大学を複数にし，

黷ﾂの大学の特徴になることを避けると同時に，茨

被対象 有効データ数 城県的特質となることを避けた。また，4年制大学
大　　学　　名 有効率

者　数 男 女 計 を選定した理由は，大学卒業後ある程度の社会的地

茨　城　大　学
（名） 留 （名） （名） 圃　　位につくことが可能な存在であることによる。女子

312 124 187　1311 9968 @　大学生は，たてまえとしては，男子大学生と対等な
茨城キリスト教大学 30 12

　1281161　1
9333 @　社会的地位を得，平等に扱われる。しかし，「男性」

流通経済大学 99 95 2 97 og乳g8　　と同じような社会的地位を「女性」が獲得すること

計　　　　　441 231　i 2．514361

@　　　構造に組み込まれることを意味し，性差別状況は本

質的に変わらない。 現代社会のヒエラルヒー構造の中で，「現代女性」の中でエリート的存在であ

る4年制女子大学生の持つ意識や行動は，「期待される性役割」を志向する「現代女性」の「性」

のあり方に大きな影響力を持つと考えられる17）。短大に関しては，今回も前回の論文に示した理由

により対象としなかった18）。被調査者，及び有効データ数を大学別に整理したものが表2である。

調査票はAppendix　1－i，　iiに示した。回答は5段階評定とし，被調査者は現実の自己の日常生

活に照らし合わせ，自分がしていることに「当てはまる」「やや当てはまる」「どちらともいえない」

インストラクションについては，Appendix　1－iに示した調査票の表紙該当の部分を参照されたい。

回答する際には，インストラクション及び注意事項を必ず読んでもらう方法をとっている。

皿　大学生の日常生活諸行為及び興味・関心に関する因子分析的検討

前述の構造化が，理論的に妥当であるかを検討することを目的として，因子分析的検討を行なった。

因子が抽出され，各質問項目の妥当性を各項目の分散及び平均値により検討した後に，全因子に含

まれる項目に関して，判別分析を行なった。この結果に基づき，どの質問項目がFace　sheetと

の関連で判別力を持つかを明確にし，さらに女子に圧力がかかる項目と男子に圧力がかかる項目と

を分類した。因子分析にあたっては，前回と同様に，相関はピアソンの相関係数，因子抽出法は主

因子法，因子軸の回転はVarimax法に拠った。今回の統計的処理は，東京大学大型計算機セン

ター「HITAC　M－280　H／M－200」により，主にSPSS19）を使用して行なった。
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n－1　因子分析の結果と解釈

表3　因子名及び各因子に含まれる項目番号 Varimax回転後の因子負荷量は，

因　子 因　　　　　　子　　　　　　名

肝・含まれ姻子餉量　　Appendix　2に示す。　t検定において　　　．1．300001以上の高得点

順の項目番号

第1因子 「しつけに基づく異性に対する自己の商品化jの因子
，421，2、1．1、、，α、91臥　危険率1％で有意な相関は1．294611

第2因子 「マス・メディアの影響による商品選択における自己の商品化」の因子 322・281…　　　　　以上であるが，因子負荷量1．300001

第3因子 「しつけの影響による対人不信」の因子 ・・193・2・23・　　　　以上を便宜的な抽出基準として，項

第4因子 「マス・メディアの影響による結婚重視」の因子 2一渦 @　　　　　目検討をすすめることにした。
第5因子 「性交渉に関するマス・メディア情報許容」の因子 13　117，29

@　　　　　　　　　表3に示すように，各Factor
第6因子 「マス。メディアの影響によるr性」に対する不信」の因子 31，　7

に含まれる項目の中には同じ項目
第7因子 「マス・メディアの影響による自己性格判断」の因子 34．36

第8因子 「しつけに基づく結婚選択基準」の因子 、。3a　　　　　　が含まれることがある。例えば，

第9因子 「マス・メディアによる立居振舞いに表出する目己商品化」の因子 ・1・1・　　　　　　Factor　1と　Factor　9には項目

第10因子 「マス・メディアの影響1ζよる他者志向」の因子 1816 @　　　　　12が含まれているが，解釈する際に
第王1因子 「しつけの影響による他者志向」の因子 4．　3．

@　　　　　　　　は双方の因子解釈に用いた。

表4には，因子の解釈に用いた項目

番号と質問項目内容，因子負荷量，構造化した視点，具体的質問項目視点を示した。

まず，第1因子には，9項目が含まれている。この9項目を構造化した視点から見ると，「性役

割分業意識の形成要因」の視点の「しつけの影響」と，rr現代家族』の性に対する自己規制要因」

の視点の「性の商品化志向」「性についての社会規範の許容」とに関連する項目が入っている。具

体的質問項目の視点を表4に示した項目内容でみると，《不潔に見られるような髪にしておくな》

《他人に不快感を与えるようなむだ毛（ワキ毛やヒゲ）はそりなさい》《異性にだまされるな》と

いうように，何らかのかたちで，異性を意識の対象とした諸行為について言及している。このことは，

また，異性に対して自己を商品化するものと捉えることができる。以上より，この因子をくしつけ

に基づく異性に対する自己の商品化〉の因子と解釈した。

次に，第2因子に含まれる5項目は，「性役割分業意識の形成要因」の視点の「マス・メディア

の影響」と，「r現代家族』の性に対する自己規制要因」の視点の「性の商品化志向」とに入るも

のである。具体的な項目内容をみると，《名の通った化粧品は信頼がおける》《洋服やバックはブ

ランドものをそろえたい》《ヘアースタイルによって雰囲気が変わる》といった項目に示されるよ

うに，意識の深層に働く自己の商品化志向が，商品の選択行為に反映した諸行為に関連するもので

ある。このことから，〈マス・メディアの影響による商品選択における自己の商品化〉の因子と解

釈した。

第3因子に含まれる5項目をみると，「性役割分業意識の形成要因」の視点の「しつけの影響」

と．「r現代家族』の性に対する自己規制要因」の視点の「性に対する不信」に入る項目である。

項目内容を検討すると，《自分の得にはならないので他人のことは構わない》《異性の仕事だと見

られる事なので異性にまかせて自分はしない》《物事を深刻に考えてもしかたがないので頭が痛く

なるようなことはしない》という内容であり，人間存在の証左とも言える，他者との人間関係性を

重視しないか，あるいは否定する意識を反映した行為性に関して言及している。以上から，この因

子は〈しつけの影響による対人不信〉の因子と解釈した。
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第4因子に関して，1．30000i以上の3項目を中心に，他の相対的に因子負荷量の高い項目と

合わせ検討すると，多くは「性役割分業意識の形成要因」の視点の「マス・メディアの影響」に入

る項目である。表4に示した項目内容でみると，《結婚によって生き方が変わってしまう》《一人
　　　　　　　　　　　　　　　　　帽

ﾌ異性とのつき合いを大切にしたい》《いつまでも一人でいると世間体が悪い》というように，

「結婚」に関連したものであり，しかも《雑誌や本を見る》《結婚を考えて相手を見つける》と

いったように，「結婚」に対する積極的な行為性を示す内容となっている。以上のことから，この
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
�qを〈マス・メディアの影響による結婚重視〉の因子と解釈した。

次に，第5因子を特徴づける項目を視点との関連で検討すると，r性役割分業意識の形成要因」

の視点の「マス・メディアの影響」と，「r現代家族』の性に対する自己規制要因」の視点の「性

についての社会規範の許容」との二つの視点を含んでいる。具体的質問項目視点をみると，r避妊・

中絶に関する情報の受容』とrか
表4　第1因子～第11因子の各因子に含まれる質問項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らだに関する情報への同調』に属

因子 項 項　　　目　　　内　　　容 因子負荷量 視　　　　　　　　　点

14
親｝ら，不潔に見られるような髪にしておくなと言われてきたので，
�Xはきちんとする ．71546

商品化．、。け，容。、　　　　するものである。項目内容をみる

第

21

Q5

親に，人から見られても恥ずかしくない服装をしなさいと言われてきた
ﾌで，みうともない服は着獄い

eから，他人に不快感を与えるようなむだ毛（ワキ毛やヒゲ）はそり
ﾈさいと言われてきたので，手入れをする

．69061

D60768

商品化’しつけ「職臨

1
置7

親に．異性のような話し方や歩き方，しぐさをするなと言われてきた
ﾌで，異性にまちがえられる振舞いはしない ．48624

不僧．、。け，立居振舞。」　　　しての避妊》《今，子供ができる

因

12

X

親から，人に見られても恥ずかしくない歩き方やすわり方をしぼさいと
ｾわれてきたので，見た目によい娠舞いをする

eに，みっともないアクセサリーやネクタイはするなと言われてきた
ﾌで，装飾品は慎重に週ぶ

．46858

D43939

商品化゜しつけ鵬振舞いj

子
30

親に，大学は結婚適齢期を考えて4年で卒業しろと言われてきたので
ｯ年しないように単位をとる、 ．43551 社会鱒し・・聯適蝋　　　についての不安を解消するための

29

P5

親に，夜間外出や外泊を異性とするのはだらしがないと書われてきた
ﾌで，無断ではしない

eに，具性にはだまされるなと魯われてきたので。注意してつきあう

．43428

D37482

社会規範。しつけ　「異性交友関係」

m轍．、。。，異性燃係」　　性機能情報》《夜間外出や外泊を

第

32

Q7

名の通った化粧品は信頼がおけるので，テレビのコマーシャルや維誌
�ｩて買う

Xタイルにようて人に与える印象が変わるので，雑誌やテレビを見て
?e体繰やスポーツをする

・53862

E51481

商品化…リデ・ア「ブ・…　　異性とすることの規制》といった商品化・マス・ノディァ　「美容」

2　因

28
結婚式は世間並にしたいので，式場や服装について載っている鞭誌は
ﾖ心をもって見る ・49292

社会鏑．。。リデ，．，鯛　　　ように，性交渉と何らかの点で関

子
10

洋服やバックはブランドものをそろえたいので．雑誌をかかさずに見
驛wアースタイルによって雰囲気が変わるので，気にいった型を維誌や ，46077 齪化’マス”デイア「ブラ刑 @　連する項目であることを示してい

24 テレビからみつけて美容師に頼む ．44350 商品化・マス。メディァ　「美容」

22 親に，自分の得にならないことはするぼと言われてきたので，他人の
ｱとは構わない「 ・58092 不信…け・親・ものの肪考・方・　る。以上から，この因子はく性交

19

R5

親に．やりたいことを貫くのは大変だと言われてきたので，安全な遭

��ﾔ
ｦに，異性の仕事だと見られる事には手を出す塚と言われてきたので
ﾙ性にまかせて自分はしない

・52165

E51860

不　　信。しつけ　「生き方」

s信．し。。，立。騒．」　　　渉に関するマス・メディア情報許

子
26

Q3

犠に，物事を漂剣に考えてもしかたが塚いと言われてきたので，頭が
ﾉくなるようなことはし球い

�ﾉ．他人の前で品の塚い食べ方や軟み方をするなと言われてきたの
ﾅ，全部食べずに少し残す

・44869

E43934

不信゜しつけ「親のものの訪考え方」

第 2 緒増によって生き方が変わってしまうので，結　　　について　いて
?髮逑Xや本を見る ・67471 不信．マ。リデ，ア・生、方、　　　第6因子と第7因子，第8因子

4困子

13 一人の異性とのつき合いを大切にしたいので，男女のつき含い方が書
｢てある雑誌や本を続む

eに，いつまでも一人でいると世間体が愚いと言われてきたので．緒
･を考えて帽手を見つける

・48397

E47654

社会鱒マスリデイア「惣友関係」

第5因

13

P1

V

巽性とつき合う時の常議として，遵旺，中絶について　ってい
笆{を読む
｡．子どもができると困るので，遵妊，中融について書いてある維諺
笆{を買う
Zックス（se罵｝について，不安があるので，性槻能について書いて
?驤ﾛ誌や本を読む

・66969

E63551

E37441

杜会囎…り・・ア・盛蜘　　以上の項目は2項目しかない。そ社会規範。マス・ソヂィア　「避妊・中絶」

D信．。．．、。．．，。、。、　　こで，前述したように各因子に含
子 親に．夜間外出や外泊を異性とするのはだらし力喧いと言われてきた29

ので，無断ではしない ・32472 社会緬゜しつけ「異性燃係」 @　　まれる他の相対的に高い因子負荷
第6 31 自分のからだつきや性器の形が気に獄るので，からだについて書いて

?骼G誌や本を読む ・72404 不　　信・マス・メディア「からだ」
因子

7 セックス（se幻について不安があるので，性鱗能について書いてある
G諾や本を読む ・66083 ・信・・…デ，ア…だ・　　量を持つ項目と合わせて検討し，

第7因子

34

R6

異性との帽性の良し惑しが気になるので。雑誌に載っている占いは闘
Sをもって見る
ﾙ性に見られている自分が気になるので．雑誌に載っている性格判断
eストはしてみる

・72571

E69050

1暮：；1：二；：；隠：：：麓㍊　因子命名を行なった。

第8因子

20

R3

親に，結婚旧手の学虚が低いと世間体が悪いと聞かされてきたので。
ｯじレベルの学歴の人とつき合う

x菱震灘霧芝講猫つ姶喝娩醜いと鞭れ

・69651

E61346

杜会緬しつけ「学歴」
@　　一第6因子の2項目をみる．と，社会規範・しつけ　「学　歴」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

第
6 お茶の炊み方や食事の仕方は品よく見せたいので．維誌やテレビで見

驍ｵぐさをまねる ・65992
商品化．．。．、。，．位居麟。」　「マス・メディアの影響」と「性

9因子

16

P2

人から好感をもたれるような話し方や歩き方，しぐさをしたいので，
T刊諺や雑店に書いてあるζとを取り入れる

�ｩら，人1こ見られても恥ずかしくない歩き方やすわり方をしなさいと
ｾわれてきたので．見た目によい振卿いをする

・40587

E31072

醐化゜マス’栖ア「立居聯り

第10

18 交際相手とは常に一緒に行動をしたいので，異性の興味，関心につい
ﾄ書いてある雑諺や本を注意して読む ・55026 社鍼範…リデ・ア・異性交友縣・　む項目である。具体的質問項目視

因子

！6 舗講諾縫耀誉鴇難蓼しぐさをしたい餌 ・42206 藺品化・マス・メディア　「立居掘舞い」

第臓

4 親に，目立つような自己主張はするなと言われてきたので，局りに考
ｦ方を合わせる ・55578

不信．、。け，生、方、　　　点は，2項目とも『からだに関す
因子

3 親に．いつまでも．一人でいると世間体が悪いと言われてきたので．結
･を考えて椙手を見つける ・39776 社会脆剛噺適糊 @　　る情報への同調』である。この因
注）硯点はすべて省略しているため表1を参照

子に含まれる他の項目をみると，
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項目1，項目18（Appendix　1－i，　iiを参照）などの項目にみられるように，異性交友関係の持ち

方を表わした項目である。従って，ここでの「からだ」への志向性は，「性」に関連したものを示

していると考えられる。従ってこの因子を，〈マス・メディアの影響による「性」に対する不信〉

の因子と解釈することは妥当であろう。第7因子の2項目は，2項目ともr占い・性格判断テスト

に関する情報への同調』といった具体的質問項目視点に入るものである。具体的項目をみると，

《異性との相性の良し悪しが気になる》《異性に見られている自分が気になる》という項目内容で

あり，容易に占いや性格判断テストを受け入れる行為性を示すものである。以上より，この因子は

〈マス・メディアの影響による自己性格判断〉の因子と解釈した。第8因子は，「しつけの影響」

と「性についての社会規範の許容」との二つの視点に入り，具体的質問項目視点でみると，2項目

ともr学歴に対する親の関心の受容』の視点に入る。さらに，項目内容を検討すると，親の結婚相

手に対する学歴重視を示すものである。以上から，この因子を〈しつけに基づく結婚選択基準〉の

因子と解釈した。

同様に第9因子と第10因子，第11因子をみると，第9因子の3項目は，「マス・メディアの影響」

の視点と「性の商品化志向」との二つの視点に入るものであり，具体的質問項目視点は立居振舞い

に関するものである。項目内容を検討すると，《お茶の飲み方》《話し方や歩き方，しぐさ》《歩

き方やすわり方》を品良くみせたり，他人から好感を持たれるように自己の行為をみせようとする

内容のものである。このことから，この因子をくマス・メディアによる立居振舞いに表出する自己

商品化〉の因子と解釈した。第10因子の2項目は，「性役割分業意識の形成要因」の視点の「マス・

メディアの影響」に入るものである。項目内容をみると，《一緒に行動したいので異性の興味・関

心に合わせる》《好感を持たれるような話し方や歩き方，しぐさをする》といった項目であり，他

者に自己を合わせていくことに関心を示す内容のものである。以上から，この因子をくマス・メディ

アの影響による他者志向〉の因子と解釈した。第11因子の2項目は，2項目とも「しつけの影響」

の視点に入り，項目内容を検討すると，《自己主張はしたくないので周りの考え方に合わせる》

《一人でいるのは世間体が悪いので結婚を考えて相手を見つける》というように，他者志向性を示

している。このことから，この因子はくしつけの影響による他者志向〉の因子と解釈できる。

以上のように，解釈可能な因子は合計で11因子であった。そこで，これらの解釈可能な諸因子を

構成する34項目を基に，「性」に対する自己規制の要因について分析・検討を行なう。

∬－2　判別分析とその結果

因子分析の結果抽出された各因子を含む34項目について判別分析を行なっ　表55グループの判別
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成功度た。判別分析は調査票（Appendix　1－ii）のFace　sheetにそって，

Gτoup Per・cent
5つのグループに関して行なったが，各グループの判別成功度を整理した

性 84・86％

ものが表5である。この結果，年令以下のグループに関しては判別成功度　年　　齢 45・41％

の低いことが示された。本研究の目的は，多くの女子大学生が日常生活に　　自宅か下宿か 62・84％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出身地域
ｨいて，「女らしく」あろうとすることで，自らの諸行為を過度に規制し

51・83％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　両親の職業
ﾄいることを捉えることである。表5のように，判別分析の結果は，本調

父30・05　　　％母29・36
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表6　各項目のF値と性差に関する 表7　「女性」項目に含まれる項目内容
判別係数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　項目甑

項　　　目　　　内　　　容 女性匿 襯　　　　　　　　点
項目

嵐
F 判朋係敏

項目
F 鯛別係敢　　　　　　　　　聖5

劇に，異性にはだまされる献と言われてきたので，注量してつき合う ．42506 杜会麗範・しつけ　「異性交友関係」

1 02026D－Ol 一〇．18044 19 α8864 一〇．06501　　　　　　　　　29 親に，夜闇外出や外泊を具性とするのはだらしが鉱いと言われてきた
ﾌで，無断ではしない ，35475 社会環範・しつけ　「異性交友関係」

23
19．63　　建嫌鞭

P，095

　0．22215

|O．06918

20

Q1

24，17　鞭楽蝦

S0．04　叢崇叢

0．074置7

@　　　　　　　24
O．13963

ヘアースタイルによって雰囲気が変わるので，気にいった型を雑誌や

eレビからみつけて美容晒に頼む 。35105 商晶化゜マス・メディア　「．築容」

4 L794 一〇，nO34 22 L898
　　　　　　　　　34－o．12191 異性との椿性の良し愚しが気になるので，雑諾に載っている占いは関

Sをもって見る
。30521 不ノ　儒・マス・メディア　「占い・性格判断」

5 1，271 一〇，lo738 23 0．6631D－02 一　〇．05巳49　　　　　　　　　33
親に，結婚相手は同じレペルでないとつり合いがとれないと聞かされ

ﾄきたので，学歴を考えて相手を還ぶ ．29156 社会規範・しつけ　「学階」

o 12．50　　嶺娠崇 0．09124 24 6D．60　鞭肇楽 a35105　　　12 親から，人に見られても恥ずかしくない歩き方やすわり方をしなさいと
ｾわれてきたので，見た目によい振舞いをする

．23751 商品化・しつけ　「立居施舞いj
78

4．155　　　斎

R．947　　　崇

一〇．08996

@0，03153

25

Q6

29，52　娠楽楽

O．2520

0．12315
@　　　　　　　　2
ｿ0702？

結婚によって生き方が変わってしまうので，結婚生活について書いて
?骼G誌や本を見る ．22215 不　　信・マス・メディア　「生き方」

9 10．70　　崇嶺 一〇．13895 27 7．909　　豪壷
　　　　　　　　　36一α01485

異性に見られている目分が気1こなるので，雑諺に戚っている性格判断

eストはしてみる
．20249 不　　信・マス・メディア　「占い・性格判断」

10 0．7051 一〇20224 28 9、969　　順娠 α08233　　　　21
朝に，人から見られても恥ずかしくない服装をしなさいと言われてきた
ﾌで脚みっともない服は薯ない

，13963 商品化・しっけ　「服装・服飾」

目 0，5706D－OI 0．13563 29 67．60　勲蟻嶺 α35475　　　　25
親から，他人に不快感を与えるよう砿むだ毛（ワキ毛やヒゲ）はそり
ﾈさいと言われてきたので．手入れをする

，123［5 商晶化・しつけ　「容姿」

Iz 47．79　　肇嶺肇 0．23751 30 5．148　　　藤 一〇．■0081　　　　　　　　　　6 お薬の飲み方や食事の仕方は品よく見せたいので，絶誌やテレビで見

驍ｵぐさをまねる
．09124 商品化・マス。メディア　「立居振舞い」

13

P4

0．1679

P5．09　　娠肇蝦

一〇．24807

|0．04157

3■

R2

1，822

T．949　　　姫

一〇、07779
@　　　　　　　　28－o．05737 結婚式は世陶並にしたいので，式場や服臓について載っている雑紘は

{心をもって見る
．O呂233 社会規範・マス・メディァ　r結婚」

15 73．37　　娠蝦蝦 0．42506 33 62．09　楽嶺叢
　　　　　　　　200．29】56

親に．結幡相手の学麗が低いと世間体が悪いと聞かされてきたので，
ｯじレベルの学歴の人とつき合う ．07417 社会規範・しつけ　「学歴」

16 6．512　　　縦 一〇．08663 34 73．80　嚢鞭豪 0．30521 注）視点はすべて省略しているため表1を参照

17 臼．935　　蝦鞭 一〇，03η6 35 5246　　蟻 一〇．36219

18 0．3901 一〇，16068 36 55，29　楽巌嫌 0．20249 表8　「男性」
注，蛋崇豪は危険串0．1兜，噸蝦は危険串1鄭．　蝦は危顔寧5鰯

項目に含まれる項目内容

項目晦 項　　　目　　　内　　　容 男性度 視　　　　　　点

査で用いた項目が，性別を弁別する　　　，， 輯に，異性の仕事だと見られる事には手を出すなと言われてきたので，
F性にまかぜて自分はしない ．36219 不　　信・しつけ　「立居振舞い」

項目で構成されていることを示した。　　9
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30

ｱの結果から，個の行為性にかか　　　，

親に．みっともないアクセサリーやネクタイはする獄と言われてきたので，装飾品は慎重に選ぶ

eに．大学は結婚適齢胡を考えて4年で卒業しろと言われてきたので，
ｯ年し聡いように単位をとる

Zックス（s鰍）について不安があるので，性機能について書いてある

G誌や本を読む

．13896

D1008】

D08996

商　　　イヒ・　しつけ　　「服装・服飾」

ﾐ会規範・しつけ　「結婚適齢期」

s　　信・マス・メディア　「からだ」

る社会的圧力は，性別によって差異　　　16　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32
人から好感をもたれるような話し方や歩き方，しぐさをしたいので，
T刊徳や雑諾に書いてあることを取りいれる

ｼの通った化粧品は信頼がおけるので，テレビのコマーシやルや雑誌
�ｩて鷺う

．08663

D05737

商品化。マス・メディア　「立居振舞い」

､品化。マス・メディア　「ブランド」

のあることを前提として，「女性」　　・・ 経から．不潔に見られるような髪にしておくなと言われてきたので，
�ｯをきちんとする ．04157 商品化・しつけ　「容姿」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17

ｫに関する自己規制要因を検討する　　　，，

観に．異性のような語し方や歩き方，しぐさをするなと言われてきたので，異性にまちがえられる振舞いはしない

Xタイルにようて人に与える印象が変わるので，維誌やテレビを見て美容体操やスポーツをする

．03776

DOl485

不　　儒・しつけ　「立居振舞い」

ﾈ品化・マス・メディァ　「美容」

ことは，妥当であることが示された。 住）視点はすべて省略してあるため麦1を蓼照

性別による質問項目の分類を行なうために，まず本調査で用いた36項目について，性差による検定

を行なった。その結果を表6に示した。このF値より5％以上の水準で有意な差が認められた項目

を抜き出し，さらに，因子分析により解釈可能な全因子に含まれる34項目を抜き出す。この二つの

手続きによって，二つの条件を満たす項目が，社会的圧力の下での「女らしさ」「男らしさ」の形

成要因や自己規制要因を示す項目である。

表6を見ると，判別係数に（一）がついている項目がある。素資料における各項目の回答状況と，

性差による平均値とによって検討すると，これは「男性」項目であることを示している。例えば，項

目35の《親に，異性の仕事だとみられる事には手を出すなと言われてきたので，異性にまかせて自

分はしない。》といった項目は，「男性」項目を示す。一方，逆に（＋）の判別係数を示した項目，

、例えば，項目15の《親に，異性にだまされるな’と言われてきたので，注意してつき合う。》といっ

た項目は，「女性」項目を示すことになる。上述の基準にそって，全項目を検討した結果，表7，

表8に示すように．，「女性」項目と「男性」項目とに分類された。

皿　性差別意識についての分析的検討

前述の手続きによっ．て得られた「性差」についての判別分析の結果と素資料に基づき，性差別意

識に関して分析的検討を行なう。分析にあたっては，現代社会における「性」のあり方は，「性の商

品化志向」「性についての社会規範の許容」「性に対する不信」という社会的状況によって，必要
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以上の自己規制を強いられていることから，この三点について行なった。

皿一1　性の商品化志向

「性の商品化志向」を示す因子は，第1因子くしつけに基づく異性に対する自己の商品化〉と第

2因子〈マス・メディアの影響による商品選択における自己の商品化〉，第9因子くマス・メディ

アによる立居振舞いに表出する自己の商品化〉の3因子である。

第1因子に属する項目を具体的質問項目視点にそって検討すると，r服装・服飾についての親の

関心との同一化』r容姿に対する親の関心との同一化』r立居振舞いに対する親の関心との同一化』

r異性交友関係に対する親の関心の許容』が含まれている。

表7に示した「女性」項目に視点をあてると，《人から見られても恥ずかしくない服装》《他人

に不快感を与えるようなむだ毛》《人に見られても恥ずかしくない歩き方やすわり方》《夜間外出

や外泊を異性とするのはだらしがない》といった項目にみられるように，異性に対する服装や立居

振舞い，交友関係について親から規制を受けて行動していることが示されている。特に，服装や異

性と一緒の夜間の行動について「女性」が規制されていることが理解できる。同様に，表8に示し

た「男性」項目をみると，《不潔に見られるような髪》《異性のような話し方や歩き方，しぐさ》

《みっともないアクセサリーやネクタイ》《大学は結婚適齢期を考えて4年で卒業》という項目に

示されるように，「男性」も親から規制されていることがわかる。

このことから，親から「しつけ」られる「女らしさ」「男らしさ」の内容は，自己の「性」を異

性に対して「商品化」することであると言えよう。何の生産性も持たない「現代家族」は，子どもに

ある程度の文化的生活を将来にわたって維持させるために，「結婚」を最終目標としている20）。そ
■　　　●　　　●

のために，子どもを将来異性にどれだけ高く売れる状態に保てるかが関心事となってくる。「女性」

項目にみられる《夜間外出や外泊を異性とするのはだらしがない》《異性にだまされるな》とい

うような内容に示される「不純」異性交友関係は，「女らしさ」を期待する社会規範から逸脱する

ことになり，「商品」の価値を下げることにつながる21）。この点に関しては，「男性」の場合は，

「女性」に比べて親から規制されることは少なくなる。親の関心事は，息子が卒業後にどのような

社会的地位につくかという上昇志向に関することになる22）。「男性」としての「商品」価値は，社会

的地位によって左右される社会状況が，「現代家族」に反映することを伺わせる。

第2因子に関してみると，「女性」項目の内容は，《結婚式は世間並にしたい》《ヘアースタイ

ルによって雰囲気が変わる》というものであり，マス・メディアの影響を強く受けていることが示

唆されている。さらに，この因子に含まれる全項目をみると，r結婚に関する情報の受容』の《結

婚生活に必要な家具や食器を眺めに行く》，rからだに関する情報への同調』の《自分のからだつ

きや性器の形が気になる》といった項目があげられ，マス・メディアから情報を得ていることが示

されている。同様に，「男性」項目についても，《名の通った化粧品は信頼がおける》《スタイル

によって人に与える印象が変わる》《人から好感をもたれるような話し方や歩き方，しぐさ》とい

う項目が示すように，マス・メディアから情報を受け入れていることがわかる。近年，男性向け化

粧品も多様となり，男性化粧品需要者の増加傾向は，この点を裏づけるものと言えよう。週刊誌や
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雑誌の内容は，ファッションや美容に関するものが多く23），「目まぐるしく変わらせているつもり

の流行をとり入れさせるために，同じことを何度もくり返した24）」ものであり，結局のところ，男・

女両性に画一化した枠をマス・メディアは提供し，操作しようとしている25）。「人」が自己の魅力

をその時の流行によって決めることは，誰ともわからぬ大衆の価値基準に自己を合わせている26）と

いうことを意味している。また，《洋服やバックはブランドものをそろえたい》ということは，ブ

ランド製品を「もつ」ことで，自己の価値が高級になったという意識を持っていることを反映して

いる。さらには，「女性」の「結婚」に対する意識も，マス・メディアの影響を受け，「商品化」

された結婚式や「結婚」生活のイメージに合わせるよう操作されていることを示している。このよ

うに，異性に対して何らかの性的アピールを「もつ」ことで，自己の「性」を価値づけ，「男性」

にとって魅力的な「女性」，「女性」にとって魅力的な「男性」と，互いに求める「商品」になろう

としている。

第9因子に属する項目について検討すると，具体的質問項目視点の内の立居振舞いに関する内容

が示されている。「女性」項目についてみると，《お茶の飲み方や食事の仕方は品よく見せたい》

《人に見られても恥ずかしくない歩き方やすわり方》といった項目である。マス・メディアや親か

ら影響を受け，自己の振舞いが他者にどのように受けとられているかを気にしていることが示され

ている。「男性」項目からは「男性」が，《人から好感をもたれるような話し方歩き方，しぐさ》

に関心をおいていることが示されており，他者に接する際に，自己をよりよくみせるための情報を

「男性」も重視していることがわかる。マス・メディアをとおしてみる「女らしい」「男らしい」

立居振舞いは，「商品」として作られたモデルの動きにより，意図的に操作されたものである27）。

その取り入れにより，マス・メディアによって作られた「女らしさ」「男らしさ」を積極的に身に

つけようとしていることが理解できる。それはすでに，幼児期から親に「しつけ」られてきたこと

でもある。

皿一2　性についての社会規範の許容

「性についての社会規範の許容」を示す因子は，第4因子くマス・メディアの影響による結婚重

視〉と第5因子〈性交渉に関するマス・メディア情報許容〉，第8因子くしつけに基づく結婚選択

基準〉である。

まず，第4因子に属する項目についてみると，《一人の異性とのつき合いを大切にしたい》《い

つまでも一人でいると世間体が悪い》というように，「結婚」を前提とした異性交友関係が支持さ

れていることがわかる。しかしながら，「結婚」の重視の仕方は，「女性」と「男性」との間では

異なっている。まず「女性」項目をみると，《結婚によって生き方が変わってしまう》《異性にだ

まされるな》《今，子供ができると困る》というように，「結婚」することを「女性」の生き方の

最大目標としながらも，結婚相手によって自己の生き方が左右され，その生活の変化に合わせなけ

ればならないと考えていることがわかる28）。また，「結婚」以外の妊娠は，社会規範から逸脱した

行為となり，性交渉が社会的に認められる「結婚」が，重要な意味を持っている社会状況を示唆し

ている29）。次に，「男性」項目でみると，《セックス（sex）について不安がある》というように，
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「結婚」の重視の仕方が，性交渉を中心とした問題におかれていることが示されている。独身者に

対する不利な法制度や一人ぐらしは健全でないとする見方，「結婚」するまでは一人前の社会人

とは認められないという社会的偏見が強いことに支えられ，日本人の「結婚」の志向性が非常に

高いことはすでに示されている3°）。この様な社会規範の中で，多くの「人」は，義務や拘束により

「結婚」させられているが，実際には，自らが「結婚」を望んでいると思い込まされている31）。

第5因子に含まれる項目内容をみると，《異性とつき合う時の常識》《今，子供ができると困る》

という項目が示すように，避妊や中絶に関する情報を取り入れることがわかる。現代社会では子供

の数を少なくして，より便利で，「豊かな」生活を維持するために，避妊や中絶は常識化している。

避妊や中絶に関する情報は，マス・メディアをとおして多様に若年層にまで広く提供されている。そ

のことから，性交渉は，表層的には開放的になったようにみえる。しかし，「女性」項目の内容を

検討すると，《夜間外出や外泊を異性とするのはだらしがない》というように，親から「女性」の

行動は規制され，また《一人の異性とのつき合いを大切にしたい》といった項目に示されるように，

マス・メディアの情報を取り入れた画一化した男女のつき合い方の中で，自己規制していることが

わかる。しかも，社会的には「結婚」による性交渉しか認められていない現状の下で，社会規範か

ら逸脱した「女性」に対しては，「きず者」というレッテルがはられることになり，「女性」は自

己の「性」を他者に管理され，人間関係をも規制されることになる。さらに，「男性」項目をみる

と，《セックス（sex）について不安がある》という項目に示されるように，「男性」も性機能に関

する情報を取り入れることで，自己の「性」を画一化した枠に押し込めている。また，《自分のから

だつきや性器の形が気になる》というように，操作されたマス・メディアの情報に適合する性交渉の

可能性を求めて，自己の「からだ」まで作り変えようとしている。すなわち，性交渉に関する情報を

取り入れることによって，「男性」の場合も性交渉そのものを商品化する状況の中にいると言えよう。

第8因子について具体的な質問項目に返ってみると，全項目が，r学歴に対する親の関心の許容』

の視点に含まれる「女性」項目である。《結婚相手の学歴が低いと世間体が悪い》《結婚相手は同

じレベルでないとつり合いがとれない》といったことを親から言われていることが示唆されている。

さらに，異性交友関係についても《同じレベルの学歴の人とつき合う》《異性にだまされないよう

に注意してつき合う》というように，「結婚」との関連において行動の自己規制をしていることが

示唆されている。現代社会では，学歴の有無が，自己の価値を決める時に未だに大きな影響力を持っ

ている。「女性」の場合には，結婚相手の学歴を問うことが，自己を「商品」として位値づける時，

将来どれだけのものを「もつ」ことができるかということと結びついている。すなわち，結婚相手

の「商品」価値によって，自己の価値が決まってくるので，結婚相手の「もつ」ものの質を問題と

することになる鋤。従って，「現代家族」にとっては，男女両性とも結婚相手としてどのような相

手を選択するのかは重要な課題となってくる。

皿一3　性に対する不信

P性に対する不信」を示す因子は，第3因子〈しつけの影響による対人不信〉と第6因子くマス・

メディアの影響によるr性』に対する不信〉，第7因子くマス・メディアの影響による自己性格判
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断〉，第10因子〈マス・メディアの影響による他者志向〉，第11因子くしつけの影響…による他者志

向〉の五つの因子である。

第3因子に属する項目内容を検討すると，《自分の得にならないことはするな》《物事を深刻に

考えてもしかたがない》《目立つような自己主張をするな》というように，自己の価値づけに関し

ての利害関係を基準に，男女ともに社会的期待に沿うよう自己規制する内容のものである。即ち，

《他人の前で品のない食べ方や飲み方はするな》といった日常生活態度の規制から，ものの見方や

考え方まで現代社会の通念から逸脱しないよう自己規制していることがわかる。また，自己がやり

たいことを貫こうとすれば，性役割分業の枠を越えた生き方をすることになり，従って，自己の日

常生活を深く考えれば，男女ともに性役割分業を習得することについての矛盾に気づくことになる。

そこでは，「女らしさ」「男らしさ」から逸脱した自己を知ることになり，それは，これまでに形

成してきた「女性」性や「男性」性を破壊することを意味している。自己の「女性」性や「男性」

性を破壊したところでの自己存在の「性」の示し方は，他者から社会的に逸脱した者とみられ，自

己の社会的価値はマイナスに位置づけられることになる。このような社会的逸脱を否定した親の

「しつけ」は，男女ともに対人不信を作りあげることになる33）。

次に，第6因子について項目内容を検討すると，《自分のからだつきや性器が気になる》《セッ

クス（sex）について不安がある》という項目に示されるように，自己の「からだ」そのものへの

関心が大きなものであることが示唆されている。この因子に含まれる他の項目には，《異性とつき

合う時の常識》《一人の異性とのつき合いが大切》《大学は結婚適齢期を考えて4年で卒業》など

異性交友関係についての項目がある。ここから，ここであげられる「からだ」への関心は，自己の

「女性」性，「男性」性といった「性」に対する関心を示しているものと考えることができよう。

今日の社会では，「性器」のレベルにおける差異は，幼児期から精神的・物理的に覆いかくされ曖

昧にされている34）。マス・メディアをとおしての情報の中で扱われる「性器」は，本来の「性」と

は離れたところで，「商品」として売り出され，作られたものとなっている。本来，自己存在は，

「ありのまま」で自己の「性」を示すがゆえに，社会的に許容される「女らしさ」「男らしさ」を

習得しなくても，それぞれ「おんな」性，「おとこ」性を示すことはでき，性役割分業に沿った自

己規制をする必要はない。しかし，《自分のからだつきや性器が気になる》ことは，本来の「性」

のあり方と作られた自己の「女性」性，「男性」性との間に葛藤のあることを示しているといえよ

う舗）。マス・メディアをとおして示される「性」との比較をすればするほど，本来の自己の「性」

から遠のくことになり，自己の「性」に対する「不信」は強くなる。「女性」「男性」ともに自己

存在と自己の「性」を同一化して生きる状況を喪失させており，マス・メディアや「しつけ」によ

る影響の下で，自己自身を作り変えていかなければならない社会的状況に置かれていると言えよう。

さらに，第7因子をみると，すべて「女性」項目で占められている。項目内容を検討すると，《異

性との相性の良し悪しが気になる》《異性に見られている自分が気になる》といったように，占い

や性格判断テストに関する情報をマス・メディアから取り入れていることがわかる。すでに示した

ところであるが，「現代女性」は自己の「性」を商品化し，他者の価値基準に合わせ「性」を作り

変えている。自己の「性」を支える「女らしさ」は，自己の存在を示す自我の中核となり，その欠

落は自己存在の否定につながってくる。従って，自己の「性」を確認できるのは，異性に対して

r女らしく」振舞う時でしかなくなる。自己存在そのものが，「性」を示すことではなくなり，画
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一化した「性」のあり方を提供するマス・メディアによる占いや性格判断テストといったことに依

存して，自己自身をみなければならない状況に「女性」が置かれていることを示している。

第10因子の《交際相手とは常に一一緒に行動をしたい》《一人の異性とのつき合いを大切にした

い》という項目にみられるように，他者と行動するためには，他者に自己をどのように合わせられ

るかが大きな関心事となる。人間関係を作りあげる際に，「ぶつかり合う」ことを避け，表面的に

《人から好感のもたれるような話し方や歩き方，しぐさ》をするという手段を用いて，他者に自己

を合わせていると言える。従って，他者の誰に対しても同じようなつき合い方をするために，マス・

メディアから常に情報を取り入れ，画一化された人間関係を維持しようとしていることがわかる。

また，第11因子について項目内容を検討すると，《目立つような自己主張はするな》《いつまでも

一人でいると世間体が悪い》といった項目が示すように，親から他者に合わせていくことを「しつ

け」られ，強制されていることがわかる。《周りに考え方を合わせる》ことで，男女ともに社会的

な逸脱者とみられないよう自己規制しなければならないことを示しており，自己の「性」に対する

確信のなさ，自己の「性」を「ありのまま」に示すことへの不安　といったものを伺わせている。

お　わ　　り　に

現代社会にあっては，「期待される性役割」を習得する過程で，「人」は常に他者の価値基準に

合わせて，自己の「性」を規制しなければならない。その時に，「現代家族」の果たす役割は，大

きなものとなる。

まず，服装や歩き方，すわり方等について，より「女らしく」あるいは「男らしく」振舞うこと

を，親は意識的または無意識的なかかわりをとおして子ども達に教え込んでいく。その「しつけ」の

内容は，《人に見られて恥ずかしい》ことをすべて否定し，《人から好感をもたれる》ことを重要

視することである。このように「性」に関わる振舞いは，他者との関係によって規定されている。

そこでは，他者からの自己の排除は，自己が社会的逸脱者として扱われることを意味する。親は，子

どもを社会化する中で，親自身が持つ社会的価値や社会規範をそのまま子どもに伝えていき，さらに，

それはマス・メディアによって助長されることになる36）。

次に，「結婚」することが社会的規範として強制されている「現代女性」は，「結婚」を人生の

最終目標にし，「女らしさ」を習得する過程で，いかに異性に対して性的アピールのある「性」を

作りあげるかを課題とし，「性の商品化」を行っている。「結婚」することが，現代社会の中でど

のような意味を持ち，自己にとって何を意味することなのかといった問題意識もなく「結婚」を受

け入れている37）。しかし，自己の生き方を問うことは，「性役割分業意識」を形成している自己を

明確化することであり，抑圧している自己の「性」に気づくことにつながる。親が，《物事を深刻

に考えるな》《自分の得にならないことはするな》としつけることは，現代社会が「性役割分業」

の矛盾に気づかせないようにしていることの反映であり，「性」の商品価値を下げないための社会

防衛の表出であると考えられよう。その中で，「現代女性」は「結婚」以外の在り様を考えることが

できないように意識を画一化され，生き方の方向までも他者に決められてしまうことになっている。

さらに，本調査で対象とした4年制女子大学生をみると，「現代女性」の中で相対的にエリート
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的存在である女子大学生は，現代社会から「期待される性役割」に十分こたえる一方で，「男性」

社会に組み込まれる専門性や資格を得ることができる。その女子大学生の，「性を商品化」し，「性

についての社会規範を許容」して「女性」性の社会的価値を高めようとする意識は，「できる」者

が「できない」者を差別する構造を作りあげることに連なっている。女子大学生の「性」のあり方

が，現代社会の社会規範を構造し，その結果，「障害」者の「おんな」性を抑圧し，「障害」者に

「性」の商品価値を高めることを志向させ，「結婚」を重視する意識をもたせてきている38）。また，

「性に対する不信」をいだきながらも，作られた「女らしさ」の基準に合わせることでしか自己の

「性」を示すことができない多くの女子大学生は，結局のところ，自己の存在をもってしか「性」

を表現できない「障害」者の存在を否定する意識を潜在的に持っていると言えよう。また，女子大

学生が自ら作りあげている「性差別意識構造」は，「現代女性」すべてに共通する意識であるが，

そのことは自我の支えとなる「女らしさ」を「もつ」ことで，自己の「おんな」性を差別すること

につながり，結局，自己の存在の否定を行なっていることになる39）。しかしこのことは，前論文40）で

指摘したところであるが，「現代女性」の多くは，「性差別意識構造」の中に自らが置かれている

ことを意識化できないように，「家庭」「学校」「マス・メディア」によって作りあげられている

ことを問題としなければならないであろう。

本研究においては，「性差別意識」の形成に働く社会的要因の観点から，「現代家族」のもつ問

題性を指摘した。ここでさらに，性差別されている「女性」が自己の内にある「おんな」性を差別

している差別構造に視点をあてる必要が出てくる。そこで，画一化した「性」のあり方しかもてな

い「現代家族」の問題性を明確にするために，「女性」を対象とした個別面接調査を行い，「女性」

の作りあげる「性差別意識構造」をさらに鮮明に描き出すことは重要な課題となってくる。次回に

は，この点に関して報告する。

最後に，本論文は，高島の1982年度茨城大学教育学部卒業論文の一部41）をもとにしているが，資料解析の主

要な部分を小熊が分担し，吉田及び吉田が草稿を検討の上作成した。研究の実施にあたっては，教育臨床心理

研究室ゼミナール所属の学生諸氏の多大な協力を得ていることを付記して感謝の意を表したい。なお，本研究

は日本社会心理学会第24回大会に，吉田及び小熊が報告した。

注

1）「性差別意識」に関しては，“Sexism”という概念語が充当しよう。この点は，Nancy　Frazier，

Mrya　Sadker＆κεsm画＆1んooZαπd　8bc‘θ砂（Harper＆Row．1973）を参照されたい。

2）林るみ子・吉田昭久・吉田紘子「『現代家族』の批判的検討一r専業主婦』におけるr生活』意識の検討

をとおして一」r茨城大学教育学部紀要（人文・社会科学，芸術）』29，1980，pp．63－84を参照のこと。

3）吉田昭久・小貫祐子・小熊均「r現代家族』の批判的検討豆一r女性』性形成過程に影響を及ぼす社会的

要因の検討をとおして一」r茨城大学教育学部紀要（人文・社会科学，芸術）』31，1982，pp．93－116を参

照のこと。

4）ジョン・マネー，バトリシア・タッカー，朝山新一他訳『性の署名』（人文書院，ユ979）p．12に，「性

自認」は性役割を個人的に体験する中で身につけることが示されている。また，J．ブルックスニガン，　W．
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シェンプ，マチュラズ，遠藤由美訳r性別役割一その形成と発達一』（家政教育社，1982）等を参照のこと。

5）EE．マッコビー，青木やよい他訳r性差』（家政教育社，1979），　M．ミード，田中寿美子・加藤秀

俊訳r男性と女性』（東京創元社，1961），綾部恒雄編『女の文化人類学』（弘文堂，1982），原ひろ子

「男女の役割文化を考える」r家庭科教育夏期特集』50（14），1976，pp．274－317等を参照のこと。

6）この点に関しては，ボーヴォワール，生島遼一訳『第IIの性』（人文書院，1969），エリザベート・

バダンテール，鈴木晶訳「rプラス・ラブ』一母性本能という神話の終焉」（サンリオ，1981），ナンシー・

チョドロウ，大塚光子・大内菅子訳「r母親業の再生産』一性差別の心理・社会的基盤」（新曜社，1981）

等に詳しい。

7）E．フロム，懸田克躬訳『愛するということ』（紀伊国屋書店，1979）p．4に「性」が商品化されている

ことについて示されている。

8）E．フロム，前掲書7）p．2にフロムは，「人びとにとって問題なのは，どうして愛されるようになる

のか，どうして愛らしくなるかということなのである。」と述べている。

9）E．フロム，佐野哲郎訳『生きるということ』（紀伊国屋書店，1979）p．33において，フロムは「現代
．　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　■

社会では，あることの本質そのものは持つことなのであって，もし人間が何も持たなければ何ものでもあり

はしないと思われることだろう。」と述べている。「女らしさ」「男らしさ」についても，フロムの言う

「もつ」という同一の観点でとらえることができる。

10）E．フロム，日高六郎訳r自由からの逃走』（東京創元社，1978）p．137には，「自我をささえる財産は，

肉体の一部である。もし財産をもっていなかったり，失ったりすれば，それはr自我』の重要な部分を失う

ことであり，他人からも自分自身からも，一人前の人間とは考えられないようになるのである。」とフロム

は述べている。「女らしさ」「男らしさ」についても同様に，自我を支える財産となっていると言える。

11）自我の同一性に関して，E．H．エリクソン，仁科弥生訳r幼児期と社会1，H』（みすず書房，1981），

E．H．エリクソン，小此木啓吾訳r自我同一性』（誠信書房，1981）等を参照。

12）E．フロム，前掲書　10）例えば，p．224に，フロムは「自己の喪失とにせの自己の代置は，個人を烈し

い不安の状態になげこむ。」と述べている。

13）樋口恵子r女の子の育て方』（文化出版局，1978）を参照のこと。

14）南博r体系社会心理学』（光文社，1957）p．513を参照されたい。

15）ジョン・マネー，バトリシア・タッカー　前掲書4）p．12を参照されたい。

16）ジョン・マネー，バトリシア・タッカー　前掲書　4）pp．109－119を参照されたい。

17）吉田昇・神田道子編r現代女性の意識と生活』（NHKブックス，1975）を参照のこと。

18）吉田昭久・小貫祐子・小熊均　前掲書　3）p．96を参照のこと。

19）8jR∬（StαttSticαI　Pαchαges／bアthe　Social　Science）の略。三宅一郎・山本嘉一郎『SPSS

統計パッケージ1基礎編』（東洋経済新報社，1976）及び，三宅一郎・中野嘉弘・水野欽司・山本嘉一郎

rSPSS統計パッケージH解析編』（東洋経済新報社，1977）pp．84－116を参照のこと。

20）林るみ子・吉田昭久・吉田紘子　前掲書　2）pp．72－73，山根常男r家族の論理』（垣内出版，1972）

pp274－282，　B．ファーバー，藤見純子監訳『家族理念の変動と現代社会』（早稲田大学出版部，1979）

pp。14－20等を参照されたい。

21）W．ライヒ，中尾ハジメ訳r性と文化の革命』（勤草書房，1969），pp．38－42結婚制度についての矛盾を

指摘している。
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22）山住正己「現代の家族と教育」r法学セミナー増刊　日本の家族』（日本評論社，1979）pp．108－115に

大学選択における男女の違いについて述べている。

23）津田義昭「女性誌の現在」『日本の大衆文化　ジュリスト』20，（有斐閣　1980）pp．222－225を参照の

こと。

24）エブリン・リード，三宅義子・大原紀美子訳『性の神話』（拓植書房，1974）p．145を参照。

25）E．フロム，懸田克躬訳　前掲書　7）pp．4－5を参照のこと。

26）E．フロム　前掲書　10）p．145巨大な近代広告によって，催眠術のように，買手の批判力を窒息させ殺

していることが述べられている。

27）大橋正房『広告化社会』（毎日選書，1982）「ポパイ」「ジェイジェイ」等の雑誌が，若者の消費のテキ

ストになっていることを述べている。

28）アリス・シュヴァルッアー，寺崎あきこ訳『性の深層』（亜紀書房，1979）p．266，朝日新聞r企業社会

のはざまで』1－9（1983，7月25日一8月4日）等に，「結婚」の矛盾について示されている。

29）W．ライヒ　前掲書20）pp．38－42を参照のこと。

30）婦人に関する諸問題調査会議編r現代日本女性の意識と行動』（大蔵省印刷局発行，1974）pp．27－39を参

照のこと。また，深尾凱子r未来を追って③一ネオファミリー』（読売新聞，1982，9月2日）には，日本

の有配偶率は35－39歳の男92．3％，女90．7％と高い値を示している。アメリカでは，現在，日本でみられる

普通の家族構成の家庭は15％にすぎず，独身者世帯23％，その他新しい家族構成が成り立ちはじめたと報告

されている。

31）朝日新聞r企業社会のはざまで』6，9（1983，8月1日，8月4日），E．フロム　前掲書　7）p．219

を参照されたい。

32）E．フロム　前掲書7）p．5恋愛も，自分たち自身の交換価値の限界を考えて，市場で最良の有利な対

象を見出してからするように，人間関係が商品と同じ交換の形になっていることをフロムは指摘している。

33）E．フロム　前掲書　10）p．224自己の同一性をある程度失っているため，そこから生まれる恐怖を克服

するために，他人に認められ，承認されることにより自己の同一性を求めようとすることを示している。

34）石川弘義・野口武徳「性」　rふおるく叢書』2（弘文堂，1941）p。16に子供達は，遊びの中で互いに性

器を観察できる機会があったことを示している。

35）アリス・シュヴァルツアー　前掲書28）p．278を参照のこと。

36）神田道子『女たちのゆくえ』（勤草書房，1982）p．117では，女性が自ら「性」によって差別し，抑圧

してきた状況に閉じ込めてきたことより，母親の立場に立った時，子供を性差別し，抑圧状況に追い込むこ

とをしていると述べられている。

37）吉田昇・神田道子編前掲書　17）pp．77－94，　pp．234－238を参照のこと。

38）「障害者の結婚と性」『福祉労働』15（現代書館，1981）を参照のこと。

39）神田道子　前掲書　35）p．116を参照のこと。

40）吉田昭久・小貫祐子・小熊均　前掲書　3）を参照のこと。

41）高島真澄rr現代女性』の性差別意識形成に及ぼす社会的要因」（茨城大学教育学部卒業論文，1982）
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Appendixユーi　　　　調　査　票

4年制大学生の日常生活及び興味・関心に関する意識調査

現在，当研究室では「現代青年の意識形成過程における諸問題」について，一連の研究を行なってきております。その一環として，4年制大学で生活

する大学生を対象とした調査を行なうことになりました。

皆さんが，これまで両親からどのような指示や注意をうけてきたのか，また，雑誌やテレビなどのマス・メディアから得られる情報をどのような興味

関心で受けとってきたのかを，現在の学生生活の送り方との関連で，この調査では，明らかにしたいと考えております。

あなたが，常日頃行っていることに照し合わせて以下の項目にお答え下さい。

調査の結果は全てコンピューターにより処理され，この研究以外の他の目的には使用されることはありません。

このような調査の主旨をご理解いただき，本調査にご協力下さいますようお願いいたします。

茨城大学教育学部教育臨床心理研究室

※回答の際の注意

m　次のページ以降の質問には，回答例にならって記入して下さい。その際，5段階に分かれていますので，あなたのことにもっともよく当てはまると

思う箇所を1つだけ○印で囲んで下さい。

「どちらでもない」には，どうしてもつけられない場合にだけつけるようにして下さい。

②　質問は，とばさずに全項目に回答して下さい。

1　以下の項目について，あなた自身の今していることと照し合わせ，例にならい該当する番号に○印をつけて下さい。

（例）　方言を使うのはみっともないので，テレビやラジオで聞く標準語で話す。

今や　ど，あ　　今

盤墾をて・凝与

当いは　い　ま　はい

憂1・嫉莚
るに　る　　い　　い　いに

1）一人の異性とのつき合いを大切にしたいので，男女のつき合い方が書いてある雑誌や本を読む。……………　　　　　　　　　　　（b－2）

2）結婚によって生き方が変わってしまうので，結婚生活について書いてある雑誌や本を見る。………・・…・……　　　　　　　　　　　（c－3）

3）親に，いつまでも一人でいると世間体が悪いと言われてきたので，結婚を考えて相手を見つける。…………　　　　　　　　　　　（B－1）

4）親に，目立つような自己主張はするなと言われてきたので，周りに考えを合わせる。………………・………・・　　　　　　　　　　（C－3）

5）結婚は誰もがするものなので，雑誌や広告を見て結婚生活に必要な家具や食器を眺めに行く。……・…・・……　　　　　　　　　　　　（b－1）

6）お茶の飲み方や食事の仕方は品よく見せたいので，雑誌やテレビで見るしぐさをまねる。……・…・……・……　　　　　　　　　　　（a－3）

7）セックス（sex）について不安があるので，性機能について書いてある雑誌や本は関心をもって読む。………　　　　　　　　　　1　（c－2）

8）　自分のしたいことがわからないので，生き方について書いてある雑誌や本は関心をもって読む。……………　　　　　　　　　　　（c－3）

9）親に，みっともないアクセサリーやネクタイはするなと言われてきたので，装飾品は慎重に選ぶ。…………　　　　　　　　　　　（A－1）

10）洋服やバックはブランドものをそろえたいので，雑誌をかかさずに見る。・・………………・………・……………　　　　　　　　　　　（a－1）

ll）今，子どもができると困るので，避妊，中絶について書いてある雑誌や本を買う。・…・…一…・…………・…・　　　　　　　　　　（b－3）

12）親から，人に見られても恥ずかしくない歩き方やすわり方をしなさいと言われてきたので，
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・…・……・…一・・……　　　　　　　　　　　　　（A－3）

見た目によい振舞いをする。

13）異性…とつき合う時の常識として，避任，中絶について載っている雑誌や本を読む。・…・…・………・…一一…　　　　　　　　　　　（b－3）

14）親から，不潔に見られるような髪にしておくなと言われてきたので，洗髪をきちんとする。一……・………・・　　　　　　　　　　　（A－2）

15）　親に，異性にだまされるなと言われてきたので，注意してつき合う。一・…………・・一……………・………・・　　　　　　　　　　（B－3）

16）　人から好感をもたれるような話し方や歩き方，しぐさをしたいので，週刊誌や雑誌に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…………・…一・………　　　　　　　　　　　　　（a－3）

書いてあることを取りいれる。

17）　親に，異性のような話し方や歩き方，しぐさをするなと言われてきたので，異性にまちがえ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．＿．＿＿＿＿．．．　　　　　　　　　　　　（c－1）

られる振舞いはしない。
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Append重x　1－ii　　　調　査　票

今や　ど　あ　今
髪鑑与ても凝を

当いは　い　ま　はい

聾嫉莚
るに　る　　い　　い　いに

18）交際相手とは常に一緒に行動をしたいので，異性の興味，関心について書いてある雑誌や本を注意して読む。　　　　　　　　　　（b－2）

19）親に，やりたいことを貫くのは大変だと言われてきたので，安全な道を選ぶ。…・………・……・…………………　l　　　　　　　l（C－3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’Q0）親に，結婚相手の学歴が低いと世間体が悪いと聞かされてきたので，同じレベルの学歴の人とつき合う。……　　　　　　　　　　（B－2）

21）親に，人から見られても恥ずかしくない服装をしなさいと言われてきたので，みっともない服は着ない。・…・……　　　　　　　　　　（b－2）

22）親に，自分の得にならないことはするなと言われてきたので，他人のことは構わない。・……・…………・………　　　　　　　　　　（C－2）

23）親に，他人の前で品のない食べ方や飲み方をするなと言われてきたので，全部食べずに少し残す。……………　　　　　　　　　　（A－3）

24）ヘアースタイルによって雰囲気が変わるので，気にいった型を雑誌やテレビからみつけて美容師に頼む。……　　　　　　　　　　（a－2）

25）親から，他人に不快感を与えるようなむだ毛（ワキ毛やヒゲ）はそりなさいと言われてきたので，

…一…・一 @　　　　　　　　　　　（A－2）
手入れをする。

26）親に，物事を深刻に考えてもしかたがないと言われてきたので，頭が痛くなるようなことはしない。一…・…・　　　　　　　　　　（C－3）

27）スタイルによって人に与える印象が変わるので，雑誌やテレビを見て美容体操やスポーッをする。・・一………　　　　　　　　　　　（a－2）

28）結婚式は世間並にしたいので．式場や服装について載っている雑誌は関心をもって見る。一一…一一・……　　　　　　　　　　（b－1）

29）親に．夜間外出や外泊を異性とするのはだらしがないと言われてきたので，無断ではしない。…………・……・◆　　　　　　　　　　（B－3）

30）親に，大学は結婚適齢期を考えて4年で卒業しろと言われてきたので，留年しないように単位をとる。………　　　　　　　　　　（B－1）

31）自分のからだつきや性器の形が気になるので，からだについて書いてある雑誌や本を見る。……………………　　　　　　　　　　（c－2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
R2）名の通った化粧品は信頼がおけるので，テレビのコマーシャルや雑誌を見て買う。………………………………　　　　　　　　　　（a－1）

33）親に，結婚相手は同じレベルでないとつり合いがとれないと聞かされてきたので，学歴を考えて相手を選ぶ。……　　　　　　　　　　（B－2）

34）異性との相性の良し悪しが気になるので，雑誌に載っている占いは関心をもって見る。…一…………・・………　　　　　　　　　　（c－1）

35）親に，異性の仕事だと見られる事には手を出すなと言われてきたので，異性にまかせて自分はしない。………　　　　　　　　　　（C－1）

36）異性に見られている自分が気になるので，雑誌に載っている性格判断テストはしてみる。一・…・……・……・……　　　　　　　　　　（c－1）

2．最後に立ち入ったことで恐縮ですが，集計分析に必要なので，以下の項目についても当てはまる番号にO印をつけて下さい。

1　性　別　　　　　　　ω　男　　　　　　②　女

2　あなたの年令　　　m　18～19才　　｛2｝20～21才　　｛3）22～23才　　（4）24才以上

3　自宅か下宿か　　　　Ul自宅　　　　　｛2）下宿

4　出身地域　　　　　　｛11都市　　　　　12）農村　　　　　　｛3）山村　　　　　　｛4｝漁村

5　両親の職業（父親の職業はaに○印を，母親の職業にはbに○印をつけて下さい。）

（1〕農林自営業……・…………・・……a・b　　　、｛2）商，サービス業・………………・・…a・b

〔3〕工業自営業……・……一…・……a・b　　　l4｝自由業（医者，弁護士）…………a・b

｛5｝管理職一……………・・…………a・b　　　l6）事務……………・…・…一…・……・・a・b

〔71専門職（教師，研究者）………a・b　　　｛8〕販売，サービス業……………・一・a・b

19〕生産工程，現業職………………a・b　　　⑩　その他…………・……・…一………a（　　　　）

b（　　　　）

多くの項目にご協力いただきまして，ありがとうございました。
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